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　「とも旗祭り」が県指定文化財に

広 報 の と
2006.5 № 15

0606

There is a school child soft tennis player of the top of Japan in this town.

この町には日本一の小学生がいます。

春の全国大会２連覇を達成！
　3月 30・31 日に千葉県白子町で開催された第 5回全国
小学生ソフトテニス大会において、佐々木美和（写真左）・
山瀬侑希（写真右）組（能都ソフトテニススポーツ少年団・
宇出津小）が女子 5年生の部で優勝し、昨年の 4年生以
下の部に続く大会 2連覇を成し遂げました。

小
木
地
区
の
春
祭
り
「
と
も

旗
祭
り
」
が
４
月
７
日
、

石
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
４
月
26
日
に
認
定
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
る

「
と
も
旗
祭
り
」
は
小
木
港
の
リ

ア
ス
式
地
形
や
地
元
御
船
神
社
へ

の
厚
い
信
仰
心
、
熱
意
あ
る
漁
業

の
取
り
組
み
や
北
前
船
な
ど
古
く

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
か
ら
生

ま
れ
た
祭
り
で
、
そ
の
形
態
は
全

国
的
に
も
希
有
な
祭
り
で
す
。

　

と
も
旗
の
原
型
は
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
、
北
前
船
の
ま
ね
を
し

た
遊
び
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
春
祭
り
に
小
木
港
に
停
留
し

て
い
た
北
前
船
は
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
船
尾
に
船
名
を
書

い
た
旗
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
最

初
は
小
さ
い
旗
が
大
き
く
な
り
、

文
字
も
船
名
か
ら
大
漁
を
祈
願
す

る
文
字
へ
と
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。
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行
政
改
革
の
必
要
性

１
．
本
町
財
政
の
現
状

　

わ
が
国
の
経
済
は
回
復
の
兆
し
が

あ
る
も
の
の
、
地
方
に
お
け
る
状
況

は
未
だ
低
迷
の
域
を
脱
し
き
れ
て
お

ら
ず
、
本
町
の
町
税
収
入
は
、
今
後

も
年
々
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
過
疎
地
域
ゆ
え
の
労
働
力
人

口
の
減
少
に
よ
り
、
今
後
も
大
幅
な

増
収
は
見
込
め
ず
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
企
業
誘
致
な
ど
の
企
画
・
事

業
実
施
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

依
存
財
源
が
大
半
を
占
め
る
歳
入

構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

方
分
権
の
推
進
に
よ
る
三
位
一
体
改

革
な
ど
の
国
の
政
策
や
財
政
状
況
に

左
右
さ
れ
や
す
く
、
抜
本
的
な
改
革

が
必
要
で
す
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
で
は
、
歳
入

と
歳
出
の
収
支
の
均
衡
を
保
つ
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
極
力
行
政
の

ム
ダ
を
削
り
、
町
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
配
分
化
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ

さ
わ
し
く
、
自
主
性
・
自
立
性
に
富

み
、
魅
力
の
あ
る
町
政
を
町
民
と
と

も
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、
従
来
の

発
想
や
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
行
財
政

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
抜
本
的
な
改

革
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
新
し
い
町
政
運
営
の

基
本
的
な
指
針
と
し
て
「
能
登
町
行

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
行
政
改

革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
行
政
改
革
推
進
の
具
体
的
な
方

策
で
あ
る
「
実
施
計
画
」
を
定
め
、

そ
の
経
過
に
行
政
や
町
民
な
ど
に
よ

る
評
価
・
見
直
し
を
重
ね
な
が
ら
、

着
実
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
の
地
方
分
権
時
代
に
即
し
た

合
理
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の

実
現
を
目
指
し
、
全
職
員
が
危
機
意

識
を
持
っ
て
行
政
改
革
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
着
実
に
実
行
す
る
た
め

に
次
の
項
目
を
推
進
事
項
と
し
て
定

め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

　

１
．
組
織
・
機
構
の
合
理
化

　

２
．
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

３
．
公
共
施
設
の
適
正
管
理
と
運

　
　
　

営
等
の
効
率
化

　

４
．
財
政
の
健
全
化
に
よ
る
安
定

　
　
　

基
盤
の
確
立

　

５
．
事
務
事
業
の
改
善
・
効
率
化

２
．
実
施
期
間

　

こ
の
計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５

年
間
と
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進
事
項

１
．
組
織
・
機
構
の
合
理
化

　　

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
多

様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
課
題
を
的

確
に
把
握
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
切

か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
効
果
的
な

組
織
・
機
構
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
合
理
的
で
適
正
な
定
員
管
理

の
推
進
お
よ
び
給
与
水
準
等
の
適
正

化
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
素
か

つ
効
率
的
な
行
政
体
制
の
確
立
を
進

め
ま
す
。

①
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

定
員
適
正
化
計
画
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
合
わ
せ
て
、
課
・
室
な
ど
の
見

直
し
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
審
議

会
な
ど
へ
の
女
性
参
画
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

②
職
員
配
置
の
見
直
し

　

効
率
的
、
効
果
的
な
職
員
配
置
を

推
進
し
、
業
務
作
業
の
強
化
・
充
実

に
努
め
ま
す
。

③
職
員
定
数
の
適
正
化

　

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
職
員
数

の
削
減
と
嘱
託
職
員
な
ど
も
含
め
た

総
合
的
か
つ
適
正
な
定
員
管
理
に
努

め
ま
す
。

　
　
　

④
職
員
の
意
識
改
革
の
徹
底

　

行
政
改
革
大
綱
と
一
体
の
も
の
と

し
て「
能
登
町
人
材
育
成
基
本
方
針
」

を
定
め
て
、
本
町
の
新
し
い
時
代
に

お
け
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

⑤
給
与
・
手
当
等
の
見
直
し

　

職
員
の
給
与
水
準
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
や
民
間
企
業
の
賃
金
水

準
、
社
会
情
勢
な
ど
の
動
向
に
配
慮

し
、
よ
り
透
明
性
の
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
努
め
、
職
員
手
当
に
つ
い
て

も
支
給
基
準
を
総
合
的
に
見
直
し
、

適
正
な
支
給
に
努
め
ま
す
。

２
．
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

り
、
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
親
切
な

応
対
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
行
政

事
務
を
簡
素
化
す
る
こ
と
に
よ
り
町

民
の
手
続
き
の
負
担
を
軽
減
し
、
利

便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

①
窓
口
業
務
の
改
善

　

電
算
化
に
よ
る
発
行
手
続
き
の
迅

速
化
お
よ
び
押
印
の
廃
止
の
検
討

な
ど
申
請
・
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ

り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

②
申
請
・
手
続
方
法
等
の
拡
大

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

た
各
種
申
請
・
届
出
等
の
事
務
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

受
付
体
制
の
整
備
の
検
討
を
進
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
効
率
化
・

迅
速
化
を
推
進
し
ま
す
。

３
．
公
共
施
設
の
適
正
管
理
と

運
営
等
の
効
率
化

　

公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
徹
底
し

た
見
直
し
を
行
い
、
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
行
政
と

民
間
と
の
新
た
な
役
割
分
担
の
下
、

最
も
適
し
た
管
理
者
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
行
え
る
体
制
を
整
え
る
ほ

～県内ワースト１の財政状況を立て直すために～
本気で行政改革、  本当の財政改革。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
は
日
本
一
で
も
、
町
の
財
政
力
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
行
財
政
改
革

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
町
で
は
、
平
成
18
年
3
月
に
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
会
長

：

洲
崎
一
男
）
の
答
申
を
受
け
「
能
登

町
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
能
登
町
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
町
行
政
の
指
針
の
ひ
と
つ
と
な
る
行
政
改
革
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
？
具
体
的
な
内
容
は
？
大
綱
の
中

身
と
計
画
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

か
、
公
共
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
検
証
し
、
整
理
・
統
合
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

①
管
理
運
営
業
務
の
見
直
し
と
民
間

委
託
の
推
進

　

直
営
ま
た
は
指
定
管
理
者
な
ど
の

選
択
を
行
い
、
効
率
的
・
安
定
的

な
管
理
運
営
体
制
の
確
立
に
努
め

ま
す
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
料

金
設
定
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

民
間
へ
の
業
務
委
託
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
民
間
委
託
化
を
促
進

し
ま
す
。

②
公
共
施
設
の
整
理
・
合
理
化

　

管
理
運
営
体
制
の
確
立
に
努
め
る

と
と
も
に
、
費
用
対
効
果
や
利
用
実

績
な
ど
か
ら
そ
の
必
要
性
が
低
く
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
ま
た
は

地
元
払
い
下
げ
・
移
譲
も
視
野
に
入

れ
て
整
理
・
統
廃
合
に
努
め
ま
す
。

４
．
財
政
の
健
全
化
に
よ
る
安

定
基
盤
の
確
立

　

厳
し
い
社
会
経
済
と
先
行
き
不
透

明
な
経
済
情
勢
の
下
、
国
の
方
針
で

あ
る
地
方
分
権
の
推
進
に
対
応
す
る

た
め
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出

金
、
地
方
債
な
ど
へ
の
依
存
型
の
財

政
構
造
か
ら
歳
入
規
模
に
見
合
っ
た

能登町行政改革大綱
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財
政
構
造
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
、
高
度
化
す
る
行

政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
中

長
期
的
な
財
政
見
通
し
に
基
づ
き
、

重
点
的
か
つ
効
果
的
な
政
策
を
実
施

し
、
事
務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
の

推
進
に
よ
り
、
一
層
の
健
全
財
政
の

運
営
を
促
進
し
ま
す
。

　
　①

経
費
の
節
減
・
合
理
化

　

事
務
事
業
の
全
般
に
わ
た
っ
て
効

率
的
・
合
理
的
な
改
善
と
な
る
よ
う

に
見
直
し
、
義
務
的
経
費
の
縮
減
、

投
資
的
経
費
の
抑
制
な
ど
に
よ
っ
て

歳
出
全
般
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
、
官
民
の
役
割
分
担

の
あ
り
方
、
施
策
の
優
先
順
位
な
ど

を
厳
し
く
精
査
し
、
事
務
事
業
の
徹

底
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

②
町
税
な
ど
の
収
入
確
保
と
負
担
の

適
正
化

　

町
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上
お
よ

び
使
用
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
業
務
に
関
す
る
課
税
客

体
の
的
確
な
把
握
と
、
徴
収
体
制
の

強
化
と
と
も
に
着
実
な
滞
納
整
理
を

実
施
し
、
適
切
な
税
務
行
政
の
遂
行

に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
課
税

客
体
の
確
保
に
向
け
て
、
積
極
的
な

調
査
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
．
事
務
事
業
の
改
善
・
効
率
化

　

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
新
た
な
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
事
業

の
必
要
性
や
有
効
性
を
精
査
し
、
事

業
の
重
点
化
や
質
的
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
廃
止
や
統
合
も
含
め
た
事

務
事
業
の
再
構
築
に
努
め
ま
す
。

①
総
合
計
画
の
策
定

　

事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性
、
有
効

性
な
ど
を
検
証
し
、
将
来
に
向
か
っ

て
均
衡
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
と
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
諸
施
策

の
方
向
性
を
定
め
、
実
効
性
の
あ
る

計
画
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

②
民
間
へ
の
業
務
委
託
の
推
進

　

行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
お
よ
び

連
携
を
検
討
し
、
事
務
の
改
善
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
か
つ
計
画
的

に
民
間
委
託
化
を
推
進
し
ま
す
。

③
事
務
事
業
の
見
直
し

　

事
務
事
業
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、

必
要
性
、
緊
急
性
、
行
政
効
果
な
ど

を
精
査
し
、
事
業
の
合
理
化
に
努
め

ま
す
。

　

公
共
事
業
な
ど
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
の
手

法
を
用
い
て
、
一
層
の
整
理
・
合
理

化
と
簡
素
・
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

県
内
最
悪
と
も
い
わ
れ
る
財
政
の

立
て
直
し
は
急
務
で
、
財
政
再
建
団

体
と
な
ら
な
い
た
め
に
抜
本
的
な
改

革
を
早
期
に
実
施
し
、
自
主
的
に
財

政
を
立
て
直
し
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
体
制
の
構
築
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
改
革
の
柱
と
し
て
、「
行
政

改
革
大
綱
」
を
有
識
者
、
各
種
団
体

の
代
表
と
公
募
委
員
か
ら
な
る
能
登

町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
諮
問

し
、
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
定

め
ま
し
た
。
今
後
は
委
員
会
の
意
見

に
配
慮
し
な
が
ら
、
大
綱
に
基
づ
い

た
本
計
画
を
策
定
し
、
着
実
な
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

能登町行政改革大綱

実施計画【一般会計関係】（抜粋）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

改革項目 実施内容
実施年度および効果額など

H17 H18 H19 H20 H21

課・室等の統廃合 ・合併に伴う機構再編により、旧町村の区域ごとに庁舎が設置されて
   いることから、現在の分庁方式から本庁・支所方式導入に向け、定
   員適正化計画を考慮して、検討と計画立案を図る。
・現在設置されている 26 課 8室 2支所 1出張所を平成 21 年度まで
   に 24 課 5 室となるようにする。

検討 → → → →

行政改革実行委員会
（仮称）の設置

・行政改革大綱に基づく実施計画の実施について、その評価および検
   討、見直しを行い、計画の確実な推進を図る。
・新たな行政改革案を模索し、調整を図りながら、計画への追加およ
   びその実施を促進する。

144 144 144 144

事業再評価審議会の設
置

・国、県の補助金について、有識者などによるその効果および有効性
   について評価、審議などを行い、適正な事業の執行を図る。 58 58 58 58

保育所の統廃合 ・少子化に伴い、保育体制の見直しを行う。
・児童数が 10 人未満になった場合に閉所または統廃合を検討する。 △ 20,000 △ 50,000 △ 50,000 △ 50,000

小・中学校の統廃合 ・平成 20 年 3月を統合最終年とし、町立小学校を 5校（宇出津、  鵜川、
   松波、小木、柳田の各小学校）とする。
・町立中学校を 5校（能都、鵜川、松波、小木、柳田の各中学校）とする。

△ 26,405 △ 33,655 △ 40,906 △ 40,906

定員管理の適正化 ・今後の定員管理の基本的な指針として「能登町定員適正化計画」を
   策定する。
・定員適正化の数値目標
　① 10 年間で総職員数 140 人以上（約 24％）の削減を行う。
　②目標数値の対象となる職員数は、平成 16 年 4月 1日現在の職員
   　  数 594 人とする。

△ 130,680
（△ 18 人）

△ 181,500
（△ 7人）

△ 225,060
（△ 6人）

△ 326,700
（△ 14 人）

△ 442,860
（△ 16 人）

管理職手当の見直し ・20％削減となっている手当をさらに 20％削減するとともに、定額
   化を図る。 △ 7,000 △ 14000 △ 14000 △ 14000 △ 14000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

改革項目 実施内容
実施年度および効果額など

H17 H18 H19 H20 H21

特殊勤務手当の見直し ・町の特殊勤務手当は 14 項目あり、そのうち町が独自に設定したも
   のを中心に、減額、廃止などの見直しを行う。 △ 3,400 △ 3,400 △ 3,400 △ 3,400

期末手当の見直し ・期末手当について、その一部の支給を一時抑制し、特別職分を      
   30％、一般職分を 20％減額するものとする。 △ 93,600 △ 93,600 △ 93,600

勤勉手当の見直し ・勤勉手当について、その一部の支給を一時抑制し、一般職分を
   20％減額するものとする。 △ 47,400 △ 47,400 △ 47,400

特別職の非常勤職員の
報酬の見直し

・特別職の非常勤職員の報酬について、一律 10％を減額する。 △ 6,700 △ 6,700 △ 6,700 △ 6,700

窓口における手続きの
迅速化

・町民の窓口利用に係る利便性の向上を図るため、申請などの手続き
   の簡素化を検討する。（押印の廃止基準策定、添付書類の簡素化など） 検討 → → → →

インターネットを利用
した申請方法等の整備

・インターネットなどを利用した申請・届出などの一部稼働中の手続
   きについて啓発を図るとともに、新たな申請システムの構築および
   受付体制の充実を検討する。

検討 → → →

施設管理、財産管理の
徹底・見直し

・すべての公共施設について財政面や運営状況、費用対効果などをあ
   らためて調査し、事業・経営改善を推進し、または業務委託および
   指定管理者制度の活用を含め、抜本的見直しを行う。

△ 5,000 △ 5,000 △ 5,000 △ 5,000 △ 5,000

ごみ処分場の見直し ・施設の老朽化により、内浦クリーンセンターを平成 21 年度で廃止
   する。
・柳田、内浦両埋立処分場は、埋立状況により 10 年以内に廃止する。 検討 → → →

△ 47,500

→

財政計画の策定 ・中長期的な財政計画を策定し、行政改革大綱および実施計画に基づ
   き、健全な財政運営を図る。
・各種の財政指標の目標値を設定し、類似団体と比較、検討を進めな
   がら、個性あるまちづくりを図る。

実施 → → → →

補助金等の見直し ・現在交付している補助金について全面的に見直し、その内容や使
   途・効果について十分精査し、額の改正や廃止も含め検討して、整
   理・合理化に努める。

△ 81,262 △ 81,262 △ 81,262 △ 81,262

公社の統廃合 ・旧町村にあったそれぞれの公社を統廃合する。 △ 4,000 △ 4,000 △ 4,000 △ 4,000

イベントの見直し ・イベントを全面的に見直し、類似したものを統廃合しイベントの充
   実を行う。 △ 9,550 △ 9,550 △ 9,550 △ 9,550

前納報奨金制度の見直
し

・固定資産税・都市計画税や町県民税の普通徴収分について、これま
   で前納（第 1期に 1年分を納付）の場合に年税額から差し引いて交
   付していた報奨金制度を廃止する。

△ 9,993 △ 9,993 △ 9,993 △ 9,993

能登町定住促進奨励金
制度の見直し

・奨励金制度を廃止する。 △ 5,600 △ 5,600 △ 5,600 △ 5,600

在宅長寿祝金の見直し ・100 歳になった方に交付している在宅長寿祝金について見直し、減
   額を行う。（100 万円→ 5万円相当の品など） △ 950 △ 1,900 △ 7,600 △ 14,250

敬老祝金の見直し ・町に 5年以上居住している年齢 90 歳以上の高齢者に対して交付し
   ている敬老祝金（1人 1万円）については、廃止する。 △ 3,640 △ 3,630 △ 3,570 △ 3,500

結婚祝金制度の見直し ・婚姻した町居住者に対し交付していた祝金（1組 10 万円）について、
  その制度を廃止する。 △ 6,000 △ 6,000 △ 6,000 △ 6,000

すこやかあかちゃんお
祝金制度の見直し

・町居住者の新生児誕生に対して交付していた祝金の額（1人10万円）
  について、減額（1人 5万円）する。 △ 5,500 △ 5,500 △ 5,500 △ 5,500

総合計画の策定 ・能登町総合計画審議会を設置し、町の最上位計画として長期的な視
   点から町の将来ビジョンを描き、「能登町の新しいまちづくりの指
   針」となる総合計画を策定する。

実施 → → →

各庁舎の宿日直業務の
見直し

・夜間の利用がほとんどない柳田庁舎、内浦庁舎の宿直業務を廃止し、
  夜間の庁舎管理について民間のセキュリティシステムを導入する。 △ 1,820 △ 1,820 △ 1,820 △ 1,820

学校の給食業務の見直
し

・それぞれの学校で行ってきた給食調理について、民間への委託を検
   討する。 検討 → → →

投票所の設置の見直し ・投票所を 24 カ所に削減し、投票環境の均一化に努める。
・期日前投票所を増設し、選挙人への利便性を図る。 △ 4,500 △ 4,500 △ 9,000 △ 4,500

ポスター掲示場の設置
の見直し

・投票所の減少に伴いポスター掲示場も減少するので、238 カ所から
   132 カ所に削減し、設置箇所の見直しを行う。 △ 1,378 △ 1,378 △ 2,756 △ 1,378

地域包括支援センター
の設置

・介護保険法の改正に伴い、地域の高齢者を支援する地域包括支援セ
   ンターを設置する。 実施 → → →

各種健診事業の見直し ・町村合併に伴い、健診会場が多くなったことから会場設置の見直し
   を行う。 △ 7,898 △ 7,898 △ 7,898 △ 7,898

し尿処理方法の見直し ・脱水汚泥の処理方法の変更（焼却処理から農地還元や埋立処分など
   へ）を検討する。 検討 → → →

例規集のホームページ
上の公開について

・情報公開の推進により、公開用の電子例規システムをホームページ
   上に掲載し公開する。 120 120 120
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わが家の水は、

海を汚さない。

能
登
町
で
は
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境

の
確
保
と
河
川
や
海
の
水
質
保
全
を
目

的
に
、
計
画
的
に
下
水
道
関
係
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
3
月
末
に
お
い
て
町
内
の

約
60
％
が
整
備
済
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
曽
又
・
藤
ノ
瀬
・
鶴
町

の
全
部
と
、
鵜
川
・
波
並
・
矢
波
・
七
見
・
真
脇
・

姫
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備

推
進
事
業
※
で
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
、
希
望

す
る
方
に
つ
い
て
は
早
期
の
整
備
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

整
備
予
定
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
下
水
道
施
設
が
使
用
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
：
浄
化
槽
の

設
置
を
希
望
す
る
世
帯
に
対
し
、
町
が
事
業

主
体
に
な
っ
て
浄
化
槽
を
設
置
す
る
事
業
。
負

担
金
は
25
万
円
、
使
用
料
は
一
般
家
庭
で
月
額

１
５
７
５
円
（
清
掃
手
数
料
、
電
気
代
は
個
人

負
担
） 下水道の役割

道路側溝に家庭からの雑排水が
流れ込まなくなり、蚊やハエな
どの害虫の発生がなくきれいな
街になります。

汚れた水は下水処理場で安全で
きれいな水に処理してから流す
ので、美しい自然が守られます。

清潔で衛生的なトイレが使える
ようになり、悪臭もなく快適な
生活が送れます。

「
排
水
設
備
工
事
」
を
行
っ
て

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

速
や
か
な
接
続
に
ご
協
力
を

　

下
水
道
は
、
宅
内
排
水
を
接
続
し
て
初
め
て

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
供
用
を
開
始
し
て
い
る

地
域
で
未
接
続
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

排
水
設
備
は
個
人
の
財
産

　

排
水
設
備
は
、
建
物
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水

を
下
水
道
に
流
入
さ
せ
る
た
め
の
排
水
管
や
汚

水
ま
す
な
ど
の
施
設
で
、
一
般
的
に
家
庭
の
台

所
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
流
し
口
か
ら
公
共

汚
水
ま
す
ま
で
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
は
、個
人
の
負
担
で
整
備
し
、

管
理
し
て
い
た
だ
く
、
個
人
の
財
産
で
す
。

工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
、
能
登
町
に
登
録
さ
れ
た

「
下
水
道
指
定
工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
行
え
ま

せ
ん
。
工
事
が
一
定
の
技
術
水
準
に
そ
っ
て
正

し
く
行
わ
れ
な
い
と
、
管
内
に
汚
物
な
ど
が
詰

ま
り
や
す
く
な
り
、
下
水
道
機
能
に
悪
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
で
す
。「
指
定
工

事
店
」
は
こ
れ
ら
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
専

門
知
識
と
技
術
を
備
え
て
い
ま
す
。

見
積
り
を
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う

　

排
水
設
備
工
事
は
、
各
家
庭
ご
と
の
台
所
、

風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
位
置
や
大
き
さ
の
違
い

に
よ
り
工
事
費
も
異
な
っ
て
き
ま
す
。
見
積
書

の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
工
事
店
と
十
分
に
打

ち
合
わ
せ
て
か
ら
工
事
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

受益者負担金について
　下水道の整備には、多額の経費を必要とします。また下水道施設は、道路や公園のような一般の公共施設と違って利用できる地
域が限られます。そこで、公共下水道の整備により利益を受ける地域の皆さんに下水道事業の建設費の一部を負担していただき、
より一層の整備促進を図ろうというのが受益者負担金です。負担金はその土地に一度限り賦課されるものです。

地　区　名 負　　担　　金　　額

宇出津処理区 宅地面積（㎡）× 364 円（1㎡あたりの単価）＋ 100,000 円　（500,000 円限度）

その他の処理区など 一律 25 万円

使用料について（浄化槽を除く）
　排水設備工事が完成し下水道へ接続すると、流した汚水の量に応じて下水道使用料を請求します。下水道使用料は処理場の運転
や下水管の維持管理費用などの一部にあてられます。

区　　　分 算　定　方　法 使　　用　　料

町の水道水のみを使用している場合 水道の使用量
基本料金（10 ㎥まで）　1,260 円
超　　過（1㎥あたり）　 126 円

町の水道以外の水（集落の水道や井戸）
を使用している場合

認定水量：世帯 1人当たり月に 6㎥使用
するとして計算

世帯人数× 6㎥× 126 円
1人世帯の場合は基本料金 1,260 円

水道と水道以外の水を併用している場合 水道の使用量か認定水量のどちらか多い方

改造資金の融資のあっせん・助成金について
◆資金融資のあっせんおよび利子補給

融資あっせん額 100 万円以内（1万円単位）
返済方法 60 カ月以内の毎月元利均等償還（金利 5％までを限度に利子補給をします）

◆助成金

対　象 助　　　成　　　金　　　額
生活保護世帯 50 万円以内（1,000 円単位）

非課税世帯
工事費が 50 万円以上 10 万円
工事費が 50 万円未満 工事費に 5分の 1を乗じた額（1万円単位）

上記以外の世帯
工事費が 50 万円以上 3万円
工事費が 50 万円未満 工事費に 50 分の 3を乗じた額（1,000 円単位）

下水道に関するお問い合わせは下水道課（☎ 72-2507）まで

事業名 地　域　名（字名）

整
備
済

公共下水道事業
宇出津、宇出津山分、宇出津新港、崎山、藤波、小木の一部、
市之瀬、恋路

農業集落排水事業
小垣、柿生、瑞穂の一部、宇加塚、柳田地区全域（一部を
除く）、国重、不動寺、行延、時長の一部、宮犬、清真、秋吉、
九里川尻

漁業集落排水事業 小浦、布浦の一部

整
備
中

公共下水道事業 小木の一部、松波
農業集落排水事業 瑞穂の一部、山田の一部
漁業集落排水事業 羽根

予
定

公共下水道事業 鵜川、七見、矢波、波並、真脇、姫、越坂

浄化槽整備事業 公共下水道・農業集落排水・漁業集落排水事業以外の地域

台
所

風
呂

ト
イ
レ

雨
水

公共汚水ます

側溝

本管

排水設備（個人施工） 下水道（町施工）
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標 準
小 作 料 改 正

■
標
準
小
作
料
が

　

新
し
く
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
農
業
用
雇
用
お

よ
び
農
作
業
受
委
託
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

こ
の
た
び
平
成
18
年
度
の
農
作
業
標
準
料
金
を

協
議
し
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

標準小作料（10a 当たり）
農地区分 小作料 備　考

田

上 10,000 円 収量480㎏（20a区画以上の田）

中 6,000 円 収量 420 ㎏（平坦地）

下 2,000 円 収量 390 ㎏（中山間地）

畑
普通畑 1,000 円 収量 1,400 ㎏（ジャガイモ）

樹園地 500 円 収量 200 ㎏（くり）

機械作業による農作業受委託料金は参考料金です。現地の条件による割増料金などは、お互いの
話し合いのうえ決めてください。

〈問い合わせ〉農業委員会☎ 76-8303

ピ
ピ
ピ
ー
ッ
！

消防法が改正され、
住宅用火災警報器等
の設置が義務付けら
れました。

あなたの家にも
住宅用火災警報器を
設置しましょう。

Ｑ なぜ必要なの？
Ａ 住宅火災による死者が
急増しており、その 6割
が逃げ遅れによるもので
す。警報器により死者発
生火災件数は 3分の１に
なるといわれています。

住宅用火災警報器等は、感知器を天
井や壁に設置して、住宅火災による
煙や熱を自動的に感知、音や音声で
警報を発します。これによって就寝
中など火災に気づきにくい状況でも
早期の発見が可能になります。

Ｑ 義務付けはいつから？
Ａ 新築住宅は平成 18 年 6月 1から。
　既存住宅は平成 20 年 6 月 1 日までに設置
しなければなりません。
　対象となる住宅は、すべての戸建住宅や共
同住宅です。

Ｑ どんな種類があるの？
Ａ 煙を感知する「煙式」と熱を感知する「熱式」
があり、「乾電池を使うタイプ」と「家庭用電
源を使うタイプ」があります。火災は熱より
も煙のほうが早く広がることが多く、煙式は
居室や階段に、熱式は台所など火災以外の煙
が発生しやすい場所に適しています。主に煙
式を設置することになります。

Ｑ どこに設置するの？
Ａ 寝室、階段には必ず設
置してください。その他
台所などの火災が発生す
るおそれがある場所にも、
設置することをお勧めし
ます。

Ｑ 購入する際の注意は？
Ａ 市場価格は数千円から1万数千円までさまざまです。
日本消防検定協会の検査に合格した鑑定マークが付い
ている製品を購入の目安としてください。また義務化
に伴い悪質な訪問販売などが予想されます。契約を急
がせる業者は要注意です。消防職員や役場職員が個人
宅を訪問したり業者をあっせんすることはありません。 購入の目安となる日本消

防検定協会の鑑定マーク

農作業受委託料金（10a 当たり）
地目 作業名 作業機械 基準料金 地目 作業名 作業機械 基準料金

水

田

施肥 1,500 円

水

田

田植え 普通 7,000 円

耕起 トラクター 8,000 円 防除 動力散布機 1,000 円

耕起 耕運機 10,000 円 刈取 バインダー 7,000 円

代掻き トラクター 10,000 円 刈取・脱穀 コンバイン 18,000 円

代掻き 耕運機 10,000 円 乾燥・調整 乾燥機（玄米
60㎏） 1,800 円

耕起・代掻き トラクター 18,000 円 もみ運搬 120 円

耕起・代掻き 耕運機 20,000 円
畑

耕起（ロータリ）トラクター 8,000 円

畦塗り （1m）100 円 耕起（モア草刈）トラクター 10,000 円

田植え 側条施肥 8,000 円 共通 農業用機械運搬 運搬車（1回） 500 円

【課長級】
高　　雅彦　総務課行財政改革室長
谷内　正廣　鵜川支所長
池上　正博　監理課指定管理者調整担当課長
大村　吉宏　広報情報推進課情報基盤整備担当課長
佐野　勝二　長寿介護課地域包括支援センター長
角田　哲郎　環境対策課（多目的交流センター所長）
坂東　　裕　商工観光課観光担当課長
山城　陽子　能都総合サービス課参事（住民担当）
【課長補佐級】
岩池　　浩　総務課行財政改革室次長兼電子自治体推進係長
野村　　洋　能都総合サービス課課長補佐業務担当
谷内　茂子　柳田総合サービス課課長補佐
豆田　　猛　健康福祉課 ( 能登社会福祉協議会能都支所長 )
谷内田賢治　水産課課長補佐
東　　俊子　建設課課長補佐兼庶務係長
坂下　敏雄　海洋深層水対策室次長兼特産品開発推進係長
本谷　敏博　議会事務局次長
寺下　　昇　学校教育課課長補佐兼施設係長
佐野　輝子　生涯学習課課長補佐兼庶務係長  
【主幹級】
中野　裕之　内浦総合サービス課主幹兼住民係長
中　　敏和　企画財政課主幹兼広域行政係長兼公共交通係長
森下　純子　町民課主幹兼住民係長
長田とも子　長寿介護課主幹長寿担当
木村　富枝　こどもみらいセンター所長
今井　久幸　農林課主幹兼農政係長兼施設管理係長
宮谷内絹子　農林課主幹兼庶務係長
田谷　恵子　農業委員会主幹兼農地係長
田中　悦子　水産課主幹庶務係長
池尾由紀枝　水産都市整備室主幹兼庶務係長
安宅　喜一　水道課主幹浄水担当
宅崎　欣子　宇出津公民館
【係長級】
中口 　妙子　鵜川支所
雲谷 　正廣　能都総合サービス課住民係長

【 公立宇出津総合病院】
干場　　勝　事務局補佐
朝川由美子　係長 

【新規採用】
波多野栄重　公立宇出津総合病院　整形外科医師
西川　晋吾　公立宇出津総合病院　内科医師
上野　一也　建設課
買田亜沙美　総務課行財政改革室
角井奈保子　長寿介護課地域包括支援センター
北野　則子　公立宇出津総合病院診療放射線技師
谷内加奈子　公立宇出津総合病院看護師
国宗　直美　公立宇出津総合病院看護師
山瀬こずえ　公立宇出津総合病院看護師

【派遣】
大松　敏明　奥能登広域圏事務組合（派遣）
藤谷　雅美　石川県地方課（派遣）
浜谷真由美　奥能登クリーン組合事務局   （派遣）
綱屋栄次郎　石川県道路整備課（派遣）

（コンバイン袋
1袋あたり ）
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　能登三郷斎場と多目的交流センターが竣工してから９年が経過しました。その
間、年々利用者は増加し、順番を待って利用する状況が多くみられるようになる
など、第２交流センターの建設が望まれていました。
　町では、合併特例債を活用し第２多目的交流センターの建設を計画し、平成
17 年 9 月に着工、総事業費 2億４６５３万円で、総床面積７６６㎡、２００人
を収容できる施設として完成しました。

能登町字藤ノ瀬

能登三郷斎場  多目的交流センター
☎ 62-4600

区　分 第 1交流
センター

第 2交流
センター

多目的ホール 5,000 円／時間 7,000 円／時間

和　室 1,000 円／時間 1,500 円／時間

調理室 1,500 円／時間 2,000 円／時間

全館使用 7,000 円／時間 8,000 円／時間

通夜・葬儀
を通して使
用する場合

170,000 円 190,000 円

祭　壇 通夜・葬儀を通して一律 30,000 円

◆利用料

①ホールへの入り口となる展示ホール　
②棺の収納スペースが設けられた広さ 36 畳の控え室
③洗面台が設置された更衣室　
④浴室も完備　
⑤広々とした調理室

①

②

③

④ ⑤

ガ
ー
コ（
♂
）

■開館時間
　月～土曜日　
　午前 8 時 30 分～午後 10 時
 ★日曜日、祝・祭日は午後 5 時閉館
 ★ 12 月から 3 月までは午後 9 時閉館

■休館日　年末年始
■住　所　布浦拓 20-4
■問い合わせ　☎ 72-0200　
　　　　　　　 ℻72-0220

 （財）内浦スポーツ振興事業団職員　
　  　　　　  𠮷田 義法さん
Qこの施設のいいところは？

　ここは、ひとりでも、仲間とでも、家族でも楽
しめる運動公園です。本格的にスポーツをしたい
方だけではなく、公園内でゆっくり散歩をしたい
方、景色を見ながら１日のんびりしたい方にも楽
しんでもらえます。季節毎に咲く草花もたくさん
ありますから、四季を感じながら気持ちよく体を
動かすことができますよ。みなさんの目的に合わせてこの運動公園をぜひ利
用してください。

今
回
は

内
浦
総
合

運
動
公
園
を

紹
介
す
る
よ
！

　

　

公
園
内
に
は
子
ど
も

向
け
の
遊
具
も
あ
る
し
、

研
修
や
会
議
、
文
化
活

動
な
ど
に
使
え
る
ス
ポ

ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
や
、

多
目
的
交
流
研
修
施
設

も
あ
る
ん
だ
よ
。

　

み
ん
な
の
目
的
に
合

わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
利
用

で
き
る
か
ら
体
育
館
の

人
に
相
談
し
て

み
て
ね
！

　

内
浦
体
育
館
の
ほ
か
に
は
、

武
道
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
第
二
体
育
館
、
ナ
イ
タ
ー
も

で
き
る
野
球
場
、
４
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
完
備
の
陸
上
競
技
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
相
撲
場
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
あ
る
ん
だ
！

　

海
の
そ
ば
に
あ
る
「
し
お
さ

い
広
場
」
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
も
楽
し
め
る
よ
。
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
み

ん
な
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
る
よ
！

しおさい広場

P

P

　

体
育
館
の
２
階
に
は
１
周

１
５
０
ｍ
の
周
回
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
が
あ
る
よ
。
ひ
と
り

で
も
安
全
に
全
身
の
筋
肉
を

鍛
え
ら
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
や
、
自
分
の
体
力
に

合
わ
せ
て
ペ
ダ
ル
に
負
荷
を

か
け
ら
れ
る
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

2
台
も
あ
る
ん
だ
！
卓
球
台

も
常
設
し
て
あ
る
か
ら
み
ん

な
で
楽
し
ん
で
ね
。
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・鬼討ち祭り（木住地区）　　3月28日
・酒樽がえし（藤波地区）　　4月 2日
・弓引き祭り（十郎原地区）　4月 3日
・曳山祭り　  （宇出津地区）　4月15・16日（第 3土日）

【鬼討ち祭り】

災いの象徴であった猿鬼を退治したことを祝っ
て行われる春祭り。400 年以上の伝統がある。

祭りは、的に描かれた鬼に向かって次々と矢を放ち、
鬼を退治する。
　その後「花祭り」が行われ、桃の枝を両手にユー
モラスな踊りを披露する。最後に赤・白・緑の菱餅
をまき、五穀豊穣・無病息災を祈願する。

【酒樽がえし】

下帯姿の男衆が田んぼや海で酒樽を奪い合うと
いう奇祭。今年は 15 人の男衆が、雨の中「ワッ

ショイ。ワッショイ」と威勢良く酒樽を奪い合い、
今年の豊作と大漁を祈願した。
　祭りの起源は諸説あるが、壇ノ浦の戦いで敗れ、
奥能登に流罪となった平時忠の娘、虎

とら

御前がお供の
女性 3人と 7つの樽に乗って海岸にたどり着いたと
いう言い伝えがある。

【弓引き祭り】

鎧兜に身を包んだ男たちが、的に向かって矢を
放ち今年の豊作を祈願する春祭り。的に当たっ

た本数が多いほど豊作となり、中心に近いほど作柄
が良いとされる。
　神の使いとされる猿田彦は、矢を放つ邪魔をして
射手の精神集中を試す。集中した射手には猿田彦を
通して太陽と農業の神がのりうつるといわれる。

今年はきっと、豊作・大漁です。今年はきっと、豊作・大漁です。
～能登町各地で春祭り～

【曳山祭り】

人形が飾られた 2台の曳山が宇出津の町を曳き
まわり五穀豊穣を祈願する春祭り。宵山、朝山、

本山の 3回、木遣りに合わせてゆっくりと町中を進
む。宇出津の曳山は、形が扇形で、人形の背景の岩
山を大きく作る特徴がある。
　見所は交差点で曳山を廻す角廻し。幅 8ｍ、高さ
6ｍの巨大な曳山が、「角廻しの木遣り」に合わせて
見事に廻るさまは、圧巻である。
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   4月会員数８５３人！能登町商工会発足

　　　　 万一の火災に備え、消防団が訓練！
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まちの出来事　　 4

能登町の特産品を集めました木住集会所が完成

宇出津駅を再利用した「街の駅  ぽっぽ家」が４月
13 日にオープンしました。これは、観光協会が

旧 3町村の特産品を１カ所で販売する施設を作ろうと、
廃線となった宇出津駅を再利用したものです。
　店内には、いしりや干しイカなどの水産加工品、海
洋深層水を利用した商品、ブルーベリー加工品や日本
酒など能登町の特産品が集められています。この施設
は特産品の販売のほかにも、観光スポットや宿泊施設、
飲食店なども案内することになっています。山本一朗
観光協会理事長は「まずは、能登町のみなさんに【ぽっ
ぽ家】を知ってもらいたい」と呼びかけていました。

▲

店
内
に
は
能
登
町
な
ら
で
は
の
特
産
品
が

　

た
く
さ
ん
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す

木住地区の多目的集会所の落成式が 3月 31 日に行
われ、地区住民のみなさんが待望の集会所の完成

を祝いました。
　町では、平成 14 年の陳情を受けて㈶地方自治総合セ
ンターが全国の地域づくりを支援する「コミュニティ
助成事業」を要望し、今回の建設となりました。この
集会所はバリアフリー対応となっており、高齢者にも
活用しやすい施設となっています。
　木住区長を務める土橋潔さんは、「この集会所を中心
に集い、文化や農業、娯楽に活用し地域の親睦を深め
たい」と感謝の気持ちを述べました。

▲

完
成
を
祝
い
、
持
木
町
長
、
大
谷
内
議
長
、

　

土
橋
区
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

100 回目のハッピーバースデー みんな運転気ぃ～つけてね

満１００歳の誕生日を迎えた石垣メツさん（白丸）
をお祝いしようと、持木町長が石垣さん宅を訪問

しました。石垣さんは明治 39 年３月 21 日生まれ。最
近は週２回、デイサービスに行くのをとても楽しみに
して過ごしているそうです。町長からお祝いと花束を
手渡された石垣さんは、にっこり微笑んで一緒に暮ら
す家族とともに嬉しさを分かち合いました。
　肌の色つやも良く、好物の鶏肉など、若い人と同じ
食事を好んで食べているという石垣さん。「これからも
元気に過ごしてください」という町長からの言葉にゆ
っくりうなずいて答えていました。

▲

き
れ
い
な
花
束
を
手
に
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

「
は
い
、
チ
ー
ズ
！
」

道行くドライバーに安全運転を呼びかけようと４月
13 日、内浦レディードライバーズクラブの会員

や能登警察署員ら 23 人が国道 249 号線松波・鵜島バ
イパスで街頭キャンペーンを行いました。
　会員らは「運転はゆっくりね」と声をかけながら、
用意した 100組のお守りやチラシなどを手渡しました。
　椿の花をかたどって作られたこのお守りは会員らの
手作りで、中に涅

ねは ん

槃団子がひとつずつ入っています。
この春から松波小学校と小木小学校に通っている新１
年生にも同じお守りが配られ、登下校中の子どもたち
の交通安全への願いが届けられました。

この日、この場所で、学校にさようなら

春の火災予防運動中の 3月 21 日、町内の消防団が火災予防を
呼びかける防火パレードや火災防御訓練を行いました。

　火災防御訓練は、内浦地区と柳田地区の２カ所で実施され、消火
活動の迅速さや各分団の連携などを強化しました。内浦地区の訓
練は住宅火災を、柳
田地区の訓練は老人
ホームなど施設での
火災を想定して実施
され、町としても初
めてとなる大規模な
訓練となりました。

▲内浦地区での訓練

柳田地区での訓練

▲

平成 18 年 3 月で閉校となった三波小学校の閉校式が３月 25 日に、瑞穂小中学校の閉校式が 3
月 26 日に行われ、児童・生徒、先生、地域住民などが慣れ親しんだ校舎に別れを告げました。

　記念式典では、最後の校歌を元気よく合唱し、校旗が降納されました。式典のあと、校庭に設置
された記念碑を除幕しました。三波小学校の記念碑には「学びやの跡」と、瑞穂小中学校の記念碑
には校歌の一部から「希望の友垣」と記されました。

▲

記
念
碑
を
前
に
、
三
波
小
学
校

　

最
後
の
児
童
が
記
念
撮
影

▲

校
旗
を
教
育
長
に
降
納
す
る

　

瑞
穂
中
学
校
生
徒

▲

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
や
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点

　

灯
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た

新しく誕生した能登町商工会の開所式が
４月３日、関係者約 50 人が出席して

宇出津の町商工会館で開かれました。
　はじめに濵田實会長が「合併によるメリッ
トを最大限に発揮し各種サービスを強化し
たい」とあいさつし、持木町長から「商工
会と町の結びつきがより強くなることを願
います」と祝辞が贈られました。続いて会
館前で看板の除幕式が行われました。最後
に「職員間の融和を保ち町民に信頼される
商工会を目指してがんばって欲しい」と会
長から訓辞が述べられ、名実ともに新商工
会がスタートしました。

▲看板を設置する濵田会長（中央）と数馬嘉雄（左）、
　福池正人（右）両副会長



162006.5  № 15  17

能
登
町
役
場
☎
62

－

１
０
０
０
（
代
）

能
都
庁
舎

能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
62

－

８
５
０
０

総
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
１
０

企
画
財
政
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
３

監
理
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
４

税
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
５

環
境
対
策
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
７

水
産
・
都
市
整
備
室
☎
62

－

８
５
０
８

会
計
課　
　
　
　
　 

☎
62

－

８
５
０
９

柳
田
庁
舎
（
休
日
は
☎
76

－

８
３
０
０
）

柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
76

－

８
３
０
０

広
報
情
報
推
進
課　
☎
76

－

８
３
０
１

農
林
課　
　
　
　　

 

☎
76

－

８
３
０
２

建
設
課　
　
　
　　

 

☎
76

－

８
３
０
４

議
会
事
務
局　　

 

☎
76

－

８
３
１
０

内
浦
庁
舎
（
休
日
は
☎
72

－

２
５
０
０
）

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
72

－

２
５
０
０

町
民
課　
　
　
　
　 

☎
72

－

２
５
０
１

長
寿
介
護
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
２

健
康
福
祉
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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お 

知 

ら 

せ

雇
用
保
険
の
一
部
を
助
成
し
ま
す　

　

〜
能
登
町
労
働
保
険
緊
急
助
成
金
〜 

　

能
登
町
に
事
業
所
を
有
し
労
働
保
険
料
を
納

め
て
い
る
事
業
主
の
方
で
、
平
成
17
年
度
分
の

雇
用
保
険
に
か
か
る
金
額
の
う
ち
、
従
業
員
の

事
業
者
負
担
分
の
１
０
０
分
の
５
以
内
を
助
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
業
主
の
方

は
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
船
員
保
険
の
被
保
険
者

②
国
お
よ
び
市
町
村
か
ら
直
接
ま
た
は
間
接
的

　

に
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
団
体

③
農
協
・
漁
協
・
森
林
組
合

④
病
院
お
よ
び
医
院
、
金
融
機
関

⑤
税
な
ど
に
未
納
が
あ
る
場
合

〈
申
請
方
法
〉

　

商
工
観
光
課
お
よ
び
能
都
・
柳
田
サ
ー
ビ
ス

課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
労

働
保
険
料
等
納
入
通
知
書
お
よ
び
領
収
書
の
写

し
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
商
工
観
光
課

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す　
　
　
　

〜
中
小
企
業
経
営
支
援
緊
急
助
成
金
〜 

   

県
お
よ
び
県
信
用
保
証
協
会
が
行
う
制
度
保

証
ま
た
は
特
別
保
証
を
利
用
し
て
資
金
調
達
を

　

り
の
県
総
合
（
県
税
）
事
務
所
へ
届

　

出
ま
し
ょ
う

◆
納
税
証
明
書
は
車
検
証
と
一
緒
に
保
管
し
ま

　

し
ょ
う

〈
問
い
合
わ
せ
〉
石
川
県
税
務
課　

　
　
　
　
　

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
２
７
３

買
い
物
帰
り
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！　

   

　　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
ア
ル
プ
で
「
あ
な
た

の
健
康
を
見
守
り
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
看

護
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
５
月
13
日
㈯
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

〈
体
験
コ
ー
ナ
ー
内
容
〉

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
相
談

・
転
倒
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

・
白
衣
試
着
体
験
と
記
念
撮
影

・
看
護
士
の
子
ど
も
に
よ
る
「
働
く
お
母
さ
ん

　

の
絵
」
展
示　

ほ
か

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
　
　

宇
出
津
総
合
病
院　

☎
62

－

１
３
１
１

  

募　

集

特
産
物
等
直
売
所
（
道
の
駅
桜
峠
）　

　
　
　

  

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す 

〈
申
込
期
限
〉
５
月
15
日
㈪
正
午
ま
で

〈
指
定
期
間
〉
平
成
18
年
９
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

〈
応
募
資
格
〉

◆
能
登
町
内
の
法
人
ま
た
は
団
体

※
団
体
の
場
合
、
必
ず
し
も
法
人
格
は
必
要
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
で
の
申
請
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

◆
特
産
物
等
直
売
所
の
管
理
運
営
を
、
円
滑
か

　

つ
安
定
し
て
実
施
で
き
る
法
人
ま
た
は
団
体

　

で
あ
る
こ
と
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
建
設
課

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
！　
　
　

   

◆
石
川
県
海
洋
漁
業
科
学
館
事
務
員
〈
1
人
〉

〈
雇
用
期
間
〉
６
月
１
日
㈭
〜
９
月
30
日
㈯

〈
対
象
〉
能
登
町
在
住
で
、
高
校
卒
業
程
度
・

40
歳
以
下
の
方
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
あ
り
）

◆
保
育
所
職
員
〈
1
人
〉

〈
雇
用
期
間
〉
６
月
１
日
㈭
〜
11
月
30
日
㈭

〈
職
務
内
容
〉
保
育
業
務

〈
対
象
〉
能
登
町
在
住
で
、
高
校
卒
業
程
度
・

50
歳
以
下
の
方

〈
申
込
期
間
〉
５
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪

〈
選
考
日
〉
5
月
19
日
㈮

※
申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
と
、
能
都
・
柳

田
・
内
浦
サ
ー
ビ
ス
課
に
あ
り
ま
す
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

社
協
登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集
！　
　
　

   

　〈
募
集
人
員
〉
３
人

〈
対
象
〉
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
お
よ
び
普
通

車
運
転
免
許
を
有
し
、
年
間
通
じ
て
１
日
数
時

間
の
ヘ
ル
パ
ー
活
動
が
で
き
る
方

〈
申
込
期
間
〉
５
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈬

〈
問
い
合
わ
せ
〉
社
会
福
祉
協
議
会
能
都
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62

－

０
６
０
２

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
デ
・
ラ
ブ
ロ　
　
　

ラ
ブ
ロ
恋
路
体
験
教
室
参
加
者
募
集
中 

　

能
登
町
の
特
産
品
イ
チ
ゴ
を
使
っ
て
ジ
ャ
ム

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

◆
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
（
先
着
10
人
）

〈
日
時
〉
５
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
〜
12
時

〈
場
所
〉
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
参
加
料
〉
１
０
０
０
円

〈
服
装
〉
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
、
タ
オ
ル

〈
参
加
申
込
〉
５
月
25
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
　
　
　
　

ラ
ブ
ロ
恋
路　

☎
72

－

１
２
３
４

  
〈対   象〉能登町に住民票があり平成 18 年４月１日以降に生まれた赤ちゃ
　　　   んがいる方
〈支給品〉乳児用  紙おむつＭサイズ（44 枚入り３パック）
〈申込方法〉社会福祉協議会本所・各支所、町民課、能都・柳田サービス課、
　　　　　  支所・出張所にある申請書に必要事項を記入してください。
〈受取場所〉紙おむつは社会福祉協議会本所（内浦福祉センター内）・各
　　　　　  支所にて申請書と引き換えにお渡しします。
〈申込期限〉生後６カ月以内  ※申請は赤ちゃん一人につき１回限りです。

〈問い合わせ〉社会福祉協議会本所　☎ 72-2322
　　　　　　　　　　  　能都支所　☎ 62-0602
　　　　　　　　　　　  柳田支所　☎ 76-0088　

行
う
中
小
企
業
者
の
信

用
保
証
料
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
者
の
創
業
促
進
お
よ
び
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

①
助
成
対
象
者
は
、
能
登
町
に
お
け
る
商
工
会

　

の
会
員
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
商
工
会
の
実

　

施
す
る
経
営
指
導
を
お
お
む
ね
６
カ
月
以
前

　

か
ら
受
け
て
お
り
、
原
則
と
し
て
１
年
以
上

　

引
き
続
き
町
内
で
同
一
の
事
業
を
営
ん
で
い

　

る
中
小
企
業
者
お
よ
び
小
規
模
企
業
者

②
助
成
金
額
は
、
県
信
用
保
証
協
会
が
行
う
特

　

別
保
証
お
よ
び
県
制
度
融
資
に
お
け
る
保
証

　

料
率（
年
率
）
の
う
ち
、
０
・
５
％（
年
率
）

　

以
内
の
額
で
上
限
は
10
万
円
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
商
工
観
光
課

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に　

 　

  

　
　
　
　
　
　
　

  

納
め
ま
し
ょ
う
！ 

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
県
総
合
（
県

税
）
事
務
所
で
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
〉

◆
車
を
手
放
し
た
ら
変
更
登
録
を
確
認
し
ま

　

し
ょ
う

◆
廃
車
し
た
ら
抹
消
登
録
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◆
住
所
変
更
し
た
ら
、
県
税
務
課
ま
た
は
最
寄

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
17
」
の　
　

　
　

 　

 

前
売
券
を
予
約
販
売
し
ま
す 

　

お
友
だ
ち
、
職
場
、
サ
ー
ク
ル
、
町
内
会
な

ど
、で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
予
約
受
付
場
所
〉

　

能
都
・
柳
田
サ
ー
ビ
ス
課
、
商
工
観
光
課
、

小
木
支
所
、
真
脇
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
、
能
登
う
し

つ
荘
、
能
登
や
な
ぎ
だ
荘
、
ラ
ブ
ロ
恋
路

〈
料
金
〉１
枚
１
０
０
０
円（
小
学
生
以
上
一
律
）

　
　
　

※
一
般
価
格
は
１
７
０
０
円

〈
前
売
券
〉
引
換
日
は
5
月
10
日
以
降
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
能
都
庁
舎
、
柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
内

　

浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
、
巡
回
上
映
会
も
予

　

定
し
て
い
ま
す
。（
未
就
学
児
無
料
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
商
工
観
光
課

パ
ソ
コ
ン
研
修
に
参
加
し
ま
せ
ん
か   

〈
講
習
日
〉
５
月
16
日
㈫
〜
６
月
16
日
㈮
ま
で

の
毎
週
火
・
金
曜
日

〈
時
間
〉
午
後
７
時
〜
９
時

〈
場
所
〉
能
登
町
商
工
会
内
浦
支
所

〈
内
容
〉
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
（
初
級
編
）

〈
受
講
料
〉
５
０
０
０
円

〈
申
込
期
限
〉
５
月
10
日
㈬
（
定
員
10
人
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
　
　
　

商
工
会
内
浦
支
所
☎
72

－

１
１
４
４



182006.5  № 15  19 182006.5  № 15  19

び
か
け
、
区
長
・
町
内
会
長
を

通
じ
て
募
集
に
伺
い
ま
す
。
納
入
さ
れ
た
社
資

は
、日
本
赤
十
字
社
石
川
県
支
部
に
送
金
さ
れ
、

社
員
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

健
康
福
祉
課

  

相　

談

行
政
に
対
す
る
意
見
・
苦
情
・
要
望

は
行
政
相
談
委
員
へ　
　
　
　
　
　

   
　

行
政
相
談
委
員
は
、
次
の
と
こ
ろ
で
相
談
を

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
口
頭
、
電
話
、
手
紙
の
い
ず

れ
の
方
法
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

行
政
相
談
委
員
・
定
例
相
談
所　

◆
吉
岡
梅
子
（
柿
生
☎
67

－

１
９
２
０
）

〈
日
時
・
場
所
〉
偶
数
月
19
日
（
休
日
の
場
合

は
前
平
日
）
午
前
10
時
〜
12
時　

能
都
庁
舎

◆
重
木
幸
長
（
五
十
里
☎
76

－

０
６
５
０
）

〈
日
時
・
場
所
〉
毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

笹
ゆ
り
荘

◆
芳
野
洋
子
（
小
木
☎
74

－

１
３
０
７
）

〈
日
時
・
場
所
〉
毎
月
20
日
（
休
日
の
場
合
は

翌
平
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

小
木

地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

法
律
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

〈
５
月
の
相
談
日
〉

11
日
、
18
日
、
25
日
（
木
曜
日
）

〈
時
間
〉
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
15
分

〈
場
所
〉
穴
水
駅
前
「
ス
タ
ー
ク
イ
ー
ン
穴
水
」

〈
相
談
料
〉
30
分
以
内　

５
０
０
０
円

〈
電
話
予
約
〉

　

相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉
金
沢
弁
護
士
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
６

－

２
２
１

－

０
２
４
２

心
配
ご
と
相
談
（
５
月
）　　
　
　
　

 

〈
能
都
庁
舎
〉

９
日
㈫
、
19
日
㈮　

午
前
10
時
〜
12
時

〈
笹
ゆ
り
荘
〉

９
日
㈫
、
23
日
㈫　

午
前
10
時
〜
12
時

〈
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

10
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
小
木
支
所
〉

22
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

２
３
２
２

　

5/3㈬～ 5/5㈮　
のとキリシマツツジフェスティバル
9:00 ～ 16:30
〈場所〉能登空港多目的広場　　　　　　　　　　　　
〈内容〉のとキリシマツツジの展示、販売

5/28㈰
遊びのチャンピオン大会 9:00 ～
　空き缶積みやビー玉つまみ、１分ドリブルなど６種類
のゲームに挑戦しよう！
〈場所〉能登空港多目的広場　〈対象〉小学生
〈申込方法〉５月 17 日㈬までに各小学校へ申し込んでく
ださい。

6/1㈭
能登空港杯高齢者スポーツ大会 9:30 ～
　高齢者の方を対象に軽スポーツの大会を開催します！
〈場所〉能登空港多目的広場
〈種目〉ペタンク、フロアーカーリングほか
〈申込期限〉５月 15 日㈪

能登空港フォトコンテスト
〈応募期間〉６月 20 日㈫必着
〈応募方法〉「能登空港利用促進同盟会」へ郵送または持
参してください。なお、５月３日㈬に能登空港で撮影会
を開催します。詳しくは下記まで。

★ボランティアスタッフを募集します
　能登空港で毎月開催している各種イベントをサポート
してくれるボランティアスタッフを募集します。
〈応募条件〉18 歳以上、空港周辺のイベント事業に月１
回程度参加できる方
〈活動期間〉平成 20 年３月まで（約２年間）

〈申込・問い合わせ〉
　石川県奥能登総合事務所企画振興課 ☎ 0768-26-2303
　能登空港利用促進同盟会  ☎ 0768-26-2366

　5月 3日㈬から
5日㈮までのゴー
ルデンウイーク中
のごみ収集につい
て、次のようにな
りますのでご協力
をお願いします。

　　　　　　〈問い合わせ〉環境対策課

収
集
能都・柳田地区は収集カレンダーのとおりです
内浦地区臨時休業日 5月 4日㈭

ご
み
持
ち
込
み

能都埋立処分場休業日 5月 3日㈬、4日㈭、5日㈮
柳田埋立処分場 受け入れします（チケットが必要です）
内浦埋立処分場 受け入れします（チケットが必要です）
奥能登クリーンセンター 受け入れします（☎ 62-8222）
内浦クリーンセンター休業日 5月３日㈬午後、4日㈭、５日㈮午後

し
尿

㈲のとクリーンサービス
珠洲市・能登町環境衛生組合休業日 5月 3日㈬、4日㈭、5日㈮

　児童手当法の改正により、４月１日から支給対象年齢
が小学３年生までから、小学６年生までに拡大されまし
た。また、併せて所得制限額が引き上げられました。
　新たに児童手当を受けられる保護者の方については、
役場窓口（公務員の方は勤務先）で認定請求の手続きが
必要です。なお改正に伴う新規請求は、平成 18 年９月
30 日までに受付けたものに限り、特例的に４月１日にさ
かのぼって支給されます。

　◆平成 18 年度に小学４年生の児童がいる保護者の方

　 　児童手当を受給していた保護者の方は、特段の手続
　　きは必要ありません。
　◆平成 18 年度に小学５・６年生の児童がいる保護者
　　の方
　　これまで児童手当を受給していなかった保護者の方
　　は認定請求、また児童手当を受給していた保護者の
　　方は額改定請求の手続きがそれぞれ必要です。
　◆所得制限により受給していなかった保護者の方
　　所得制限額の引き上げにより、新たに児童手当を受
　　給できる場合があります。該当する保護者の方は、
　　認定請求の手続きが必要です。
　
　〈認定請求書に必要な添付書類〉
　　・健康保険被保険者証の写し
　　　（申請者が厚生年金等加入者の場合）
　　・所得証明書
　　　（平成 17 年 1 月 2 日以降に能登町に転入された方は
　　　   前住所で取り寄せてください）

〈問い合わせ〉健康福祉課

児童手当制度
が拡充されました

町
営
住
宅
入
居
者
募
集　
　
　
　
　

   
　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

〈
募
集
期
間
〉
５
月
１
日
㈪
〜
17
日
㈬

〈
対
象
住
宅
〉

　

①
枇び
わ
さ
か

杷
坂
団
地　

１
戸
（
３
Ｋ
）
松
波

　

②
九
十
九
団
地　

１
戸
（
３
Ｋ
）
小
木

　

③
桜
木
団
地　

1
戸
（
２
D
K
）
鵜
川

　

④
わ
す
み
団
地　

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）
上
町

〈
家
賃
〉
①
②
③
は
所
得
に
よ
り
決
定

　
　
　

  

④
は
月
額
３
５
０
０
０
円

〈
入
居
資
格
〉

・
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
方
（
予
定
者
含
む
）

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・
収
入
基
準
：
①
②
③
は
所
得
月
額
が
20
万
円

　

以
下
、
④
は
所
得
月
額
が
20
万
円
以
上

・
単
身
の
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　

ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉
建
設
課

日
赤
社
員
お
よ
び
社
資
募
集
の
お
願
い

　　

人
類
の
福
祉
と
平
和
を
願
い
実
施
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
赤
十
字
事
業
活
動
。
こ
の
活
動

に
必
要
な
資
金
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
善

意
で
寄
せ
ら
れ
る
社
資
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
世
帯
当
た
り
５
０
０
円
以
上
の
募
金
を
呼
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上
デ
ジ
タ
ル
放

　
　
　
　
　
　
　

送
の
大
き
な
メ

　
　
　
　
　

リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
が

　
　
　
　
　

デ
ー
タ
放
送
で
す
。

　

デ
ー
タ
放
送
に
よ
っ

て
、
ニ
ュ
ー
ス
、
天
気

予
報
、
交
通
情
報
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
暮
ら

し
に
役
立
つ
生
活
情
報
が
い
つ
で

も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

電
子
番
組
ガ
イ
ド
（
Ｅ
Ｐ
Ｇ
）

で
簡
単
に
番
組
検
索

　

Ｅ
Ｐ
Ｇ
は
、
テ
レ
ビ
画
面
で
見

る
テ
レ
ビ
番
組
表
で
す
。
番
組
の

内
容
や
見
ど
こ
ろ
、
出
演
者
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
索
機

能
も
あ
り
、
見
た
い
番
組
が
す
ぐ

に
検
索
で
き
ま
す
。

　

Ｅ
Ｐ
Ｇ
は
常
に
最
新
情
報
が
提

供
さ
れ
る
た
め
、
急
な
特
別
番
組

や
ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
延

長
な
ど
の
自
動
録
画
に

も
対
応
し
て
い
て
と
て

も
便
利
で
す
。 地

充
実
す
る
字
幕
放
送

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
専
用
の
受

信
機
が
必
要
だ
っ
た
字
幕
放
送

が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
標

準
機
能
と
し
て
装
備
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ
マ
な

ど
の
字
幕
放
送
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
音
声
に
つ
い
て
も
メ
イ

ン
音
声
と
は
別
に
、
ド
ラ
マ
な
ど

の
筋
書
き
を
紹
介
す
る
解
説
放
送

が
あ
る
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
に
優
し
い
、
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

編

く
ら
し
に
役
立
つ
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ
情
報

地デジでどうなる
有線テレビ④
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小
学
生
体
力
づ
く
り
教
室

 　    

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
体
験
し
よ
う
！

〈
日
時
〉

５
月
11
日
㈭
か
ら
全
24
回

毎
週
木
曜
日
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

〈
場
所
〉
内
浦
体
育
館

〈
対
象
〉
小
学
１
・
２
年
生

〈
内
容
〉
か
け
っ
こ
、
な
わ
と
び
、

昔
の
遊
び
、
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

〈
参
加
料
〉２
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

〈
定
員
〉
30
人

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集
中
！

　

中
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
誰
で

も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

す
。
お
好
き
な
種
目
を
選
ん
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
選
抜
大
会
（
３
月
27
日
）

〈
女
子
58
㎏
級
〉

２
位　

菊
田
泰
子
（
飯
田
高
）　　

　
　
　
　
　
　

ト
ー
タ
ル
１
５
３
㎏

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
３
月
26
〜
28
日
）

〈
男
子
個
人
の
部
〉

５
位　

道
下
直
人
・
堂
野
貴
寛 

組

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵜
川
中
学
校
）

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
（
３
月
30
・
31
日
）

〈
女
子
４
年
生
以
下
の
部
〉

ベ
ス
ト
16　

道
地
祐
季
・
山
下
藍
理 

組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵜
川
小
）

〈
男
子
４
年
生
以
下
の
部
〉

ベ
ス
ト
16　

大
屋
健
一
・
清
水
寛
生 

組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瑞
穂
小
）

〈
女
子
５
年
生
の
部
〉

優
勝　

佐
々
木
美
和
・
山
瀬
侑
希 

組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
出
津
小
）

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
王
座
決
定
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会　
（
３
月
30
日
）

〈
男
子
団
体
の
部
〉

２
位　

鵜
川
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

〈
女
子
団
体
の
部
〉

優
勝　

能
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

〈
期
間
〉
５
月
〜
平
成
19
年
３
月

〈
対
象
〉
中
学
生
以
上

〈
加
入
料
〉
中
学
生
２
５
０
０
円
・

高
校
生
以
上
３
5
０
０
円
（
保
険
料
込
）

※
種
目
、
加
入
種
目
数
に
関
係
な
く

一
律
で
す

〈
実
施
種
目
〉
テ
ニ
ス
、
空
手
道
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
硬
式
野
球
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
相
撲
、
サ
ッ
カ
ー
、

剣
道　

な
ど

※
活
動
日
、
活
動
場
所
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
み 

・
問
い
合
わ
せ
〉

　

内
浦
体
育
館　

☎
72

－

０
２
０
０

第
２
回
能
登
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　〈
日
時
〉
６
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
７
時
30
分
ス
タ
ー
ト

〈
場
所
〉
ザ
・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
能
登

〈
競
技
〉
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
・
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

〈
対
象
〉
能
登
町
在
住
、
在
勤
、
出

身
者
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

〈
参
加
費
〉
４
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
代
別
）

〈
申
込
期
限
〉
５
月
25
日
㈭

〈
問
い
合
わ
せ
〉

能
登
町
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局  

田
原

　

 

☎
76

－

８
３
１
０
（
議
会
庁
舎
）

PLAY
スポーツ

＆
結果

Le
t's
 En
joy
 Sp
or
ts

台風 14号が北上中です。

生放送でも字幕放送が可能になります

〈意見の募集期間〉5 月 1 日㈪から 5月 22 日㈪
〈資料の公表場所〉
　能登町ホームページに掲載するとともに、能都・柳田・内浦各総合サービス課で閲覧
することができます。
〈意見の提出方法〉ご意見は、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、下記のいずれかの
方法で提出してください。
　①郵送　〒 927-0492　能登町字宇出津新 1-197-1　能登町企画財政課
　②ファクシミリ　℻62-4506　③電子メール　kikakuzaisei@town.noto.lg.jp
〈問い合わせ〉企画財政課

７ 連載 能 登 総 合 計 画 策 定 中町

能登町総合計画についてパブリックコメントを募集します
　能登町では、今後 10 年間のまちづくりの指針となる新しい総合計画の策定を進めています。
　「能登町の未来を語る会」の開催やまちづくりのアイデア募集などを通じていただいた多くのご意見を参考にしな
がら能登町総合計画審議会で審議中ですが、さらに多面的な視点からご意見・ご提案をいただくために、今回、基本
構想（案）を広く公開しみなさんからのご意見を募集します。

副キャプテン紅屋  来美
　　    Kurumi  beniya  3 年

さん キャプテン奥   亜紗日
　　    Asahi  Oku         ３年   

さん         蔵　理恵子
　　   Rieko  Kura         ３年 

さん       岩本 紗緒里
　　 Saori  Iwamoto     ３年 

さん

       小谷内 良華
　    Yoshika  Koyachi   ３年

さん       二田 早智子
　　 Sachiko  Nita        2 年 

さん       佐々木 真子
　　 Mako  Sasaki        2 年 

さん       寺越 由紀子
　　Yukiko  Terakoshi  2 年 

さん

　

３
月
30
日
、
三
重
県
四
日
市
で
開

催
さ
れ
た
第
19
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
王

座
決
定
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
、
能

都
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

見
事
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
、
日
本

一
に
輝
き
ま
し
た
。
能
都
中
女
子

は
前
年
度
の
優
勝
校
を
決
勝
戦
で
破

り
、
こ
の
大
会
で
の
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

４
月
17
日
に
能
都
庁
舎
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
報
告
会
に
参
加
し
た

キ
ャ
プ
テ
ン
の
奥
亜
紗
日
さ
ん
（
３

年
）
は
「
精
神
面
で
も
相
手
に
負
け

な
い
よ
う
試
合
に
臨
み
ま
し
た
」
と

試
合
を
振
り
返
り
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン

の
紅
屋
来
美
さ
ん
（
３
年
）
は
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
戦
い
抜
き
ま

し
た
」
と
大
会
優
勝
の
感
想
を
話
し

ま
し
た
。
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
選

手
た
ち
は
「
昨
年
先
輩
た
ち
が
出
場

で
き
な
か
っ
た
夏
の
全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力

強
く
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
の
部
で
は
鵜
川
中
学

校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
４
連
覇

こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
準
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
男
女
と
も
に
能
登
町

勢
の
活
躍
が
目
立
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
王

座
決
定
戦
。
今
後
さ
ら
な
る
選
手
た

ち
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

能都中学校女子ソフトテニス部が全国制覇！



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田
分
署
☎
76

－

０
０
８
５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安  心  安  全 ま ち づ く り

2223

免
除
制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

平成 18年 3月 16 日～ 4月 15 日
件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者

【平成 17年度】 【平成 18年度】

【水道課：1件】 【水道課：1件】

石綿ｾﾒﾝﾄ管更新事業Ａｓ舗装本復旧工事 七見 21,000,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 石綿セメント管更新事業宇出津 14 号
線整備工事に伴う配水管布設工事 宇出津 4,300,000 水元配管

【下水道課：1件】 【広報情報推進課：1件】

公共下水道事業（小木処理区）管渠築造
工事その７ 小木 26,000,000 ㈱ｻﾝﾃｯｸ 能登町広報紙印刷製本業務 （月額） 172,900 ㈱ﾊｸｲ印刷

【健康福祉課：2件】

町立しらさぎ保育所大規模修繕工事
（建築） 宇出津 10,800,000 ㈲ﾋｻﾀﾞ工務店

町立しらさぎ保育所大規模修繕工事
（機械） 宇出津 8,150,000 ㈱三宅配管

【学校教育課：1件】

町立小木小学校大規模改造事業実施設計
業務 小木 2,500,000 ㈱釣谷建築事務所

※入札結果の件名は一部省略してあります。落札額には消費税相当額は
　含まれていません。
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山
田
分
団
の
分
団
長

に
浅
田
正
之
さ
ん
が

就
任

　

4
月
１
日
、
能
登
町
消
防
団
山
田

分
団
長
に
、
浅
田
正
之
さ
ん
が
就
任

さ
れ
「
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
、

財
産
を
守
る
分
団
の
先
頭
に
立
ち
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
‼

◆
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、

　

完
全
に
火
を
消
す
こ
と
。

◆
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
投
げ
捨
て
な
い

　

こ
と
。

◆
車
か
ら
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
投
げ
捨

　

て
な
い
こ
と
。

◆
強
風
、
ま
た
は
乾
燥
注
意
報
な
ど

　

の
発
令
時
に
は
、
た
き
火
や
火
入

　

れ
を
し
な
い
こ
と
。

◆
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場
所

　

で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

◆
火
入
れ
の
許
可
は
、
必
ず
受
け
る

　

こ
と
。

消
火
活
動
に
ご
協
力
を
‼

　

火
災
現
場
で
の
野
次
馬
的
行
為
は

消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を

伴
い
ま
す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

（
消
防
警
戒
区
域
内
は
、
立
ち
入
り

禁
止
と
な
り
ま
す
）

　

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な

い
と
、
老
後
の
年
金
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
と
き
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

事
情
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

７
月
か
ら
多
段
階
免
除
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

が
始
ま
り
ま
す

　

全
額
免
除
と
半
額
免
除
制
度
に
加

え
、
保
険
料
の
４
分
の
１
ま
た
は
４

分
の
３
の
額
が
免
除
と
な
る
４
段
階

免
除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

○
全
額
納
付　

月
額
１
３
８
６
０
円

○
全
額
免
除　

月
額
０
円

○
４
分
の
３
免
除
納
付
額

　
　
　
　
　
　

月
額
３
４
７
０
円

○
半
額
免
除
納
付
額

　
　
　
　
　
　

月
額
６
９
３
０
円

○
４
分
の
１
免
除
納
付
額　

　
　
　
　
　
　

月
額
１
０
４
０
０
円

◆
気
を
つ
け
て
！

　

減
額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
と
免
除
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
開
き
ま
す

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
５
月
15
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
７
時

〈
場
所
〉
柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
内
容
〉年
金
額
の
試
算
、加
入
期
間
、

そ
の
ほ
か
年
金
に
つ
い
て

〈
持
参
す
る
も
の
〉

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
）
ま
た
は
健
康
保
険
証

〈
相
談
担
当
者
〉

七
尾
社
会
保
険
事
務
所
職
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉

町
民
課
年
金
係　

☎
72

－

２
５
０
１

　能登町では、子どもたちを守ろうと
自主防犯ボランティア団体が昨年から
各地区で 11 団体結成されました。そこ
でがんばっている団体のみなさんをご
紹介します。

☆うかわっ子を守る会
☆瑞穂っ子を守る会
☆瑞穂地域安全連絡会
☆宇出津小学校安全あいさつ運動隊

☆宇出津小学校パトロールボランティア隊
☆神野っ子を守る会
☆真脇小学校安全パトロールボランティア
☆柳田子供を守る会
☆や防一座
☆小木子供を守る会
☆松波小学校スクールサポート隊

子どもを守るボランティアのみなさんの活躍が
期待される季節となりました。子どもたちの見
守りをよろしく願いします。

子どもたちを守る

防犯ボランティア団体

　３月 29 日、役場応接室において、長年に
わたり議会議員を務め地方自治の発展に功
績のあった方に持木町長から叙位・叙勲が
伝達されました。

故  山本豊雄さん（柏木・享年 95 歳）は、昭和
13 年から昭和 39 年までの間、鵜川町と能都町
の議会議員を務め、鵜川町では議長として地方
自治の発展に貢献されました。伝達式では息子
の山本不二哉さんに従六位が伝達されました。

干場  實さん（当目・88 歳）は、昭和 50 年か
ら昭和 62 年までの間、柳田村議会議員を務め
ました。副議長を 2年間務め地方自治の向上に
貢献し、福祉施設の整備促進に尽力するなどの
功績により旭日単光章が伝達されました。



■小児科専門外来　
　　　〈循 環 器〉 5 月 2 日㈫ 14:00 ～ 16:00　　　　〈小 児 神 経〉5 月 23 日㈫ 14:00 ～ 16:00

健康福祉課
☎ 72-2503

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311）

24

新
刊

案
内

中
央
図
書
館
（
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

３
４
５
８
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【
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
】

☎
62

－

１
５
０
３

５
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

　

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会（
遠
島
山
公
園
）

12
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム　

育
児
相
談

13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

　

母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
（
小
学
生
以
上
）

19
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム　

お
は
な
し
会

20
日
㈯
１
時
30
分
〜

　

オ
セ
ロ
大
会
（
小
学
生
以
上
）

26
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム　

身
体
測
定

27
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

　

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
（
小
学
生
以
上
）

★
開
館
時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30
分

★
休
館
日　

月
曜
日
、
第
３
日
曜
日

【
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
】

☎
72

－

０
２
６
９

５
日
㈮
午
後
２
時
〜

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
あ
っ
ぷ
る
た
い
む

６
日
㈯
午
後
２
時
〜

　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

10
日
㈬
午
後
3
時
〜

　

端
午
の
節
句
ミ
ニ
お
茶
会

17
日
㈬
午
後
３
時
〜

　

あ
っ
ぷ
る
た
い
む

20
日
㈯
午
前
10
時
〜

　

こ
ど
も
生
け
花
教
室
（
池
坊
華
道
会
）

20
日
㈯
午
後
２
時
〜

　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

24
日
㈬
午
後
３
時
〜

　

あ
っ
ぷ
る
く
ら
ぶ

☆
13
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
ま
つ
な
み
っ
子
学
級

（
松
波
公
民
館
）・
読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

☆
11
日
・
18
日
・
25
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
児
育

て
教
室
（
健
康
福
祉
課
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

★
休
館
日　

日
曜
日
、
月
曜
日

★
今
月
の
お
す
す
め
B
O
O
K

●
「
親
力
」
で
決
ま
る　
　
　
　

親
野
智
可
等

　

教
師
経
験
21
年
の
著
者
が
、
ど
ん
な
親
で
も

親
力
を
つ
け
ら
れ
る
シ
ン
プ
ル
で
具
体
的
な
方

法
を
伝
授
。

●
い
の
ち
の
哲
学
詩　
　
　
　
　

日
野
原
重
明

　

自
分
の
中
を
深
く
深
く
探
索
し
て
み
よ
う
。 

そ
こ
に
は
素
晴
ら
し
い
あ
な
た
の
「
い
の
ち
」

が
発
見
さ
れ
る  

　

５
月
の
新
刊

・
魔
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
坂 

幸
太
郎

・
も
も
こ
の
21
世
紀
日
記　

  

さ
く
ら 

も
も
こ

・
愛
の
あ
と
に
く
る
も
の　
　
　
　
　

孔 

枝
泳

・
日
は
ま
た
昇
る　
　
　
　

ビ
ル
・
エ
モ
ッ
ト

・
チ
ー
ム
・
バ
チ
ス
タ
の
栄
光　
　
　

海
堂 

尊

・
五
能
線
の
女　
　
　
　
　
　
　

西
村 
京
太
郎

・
思
想
の
レ
ク
イ
エ
ム
〜
加
賀
・
能
登
が
生
ん

　

だ
哲
学
者
15
人
の
軌
跡
〜　
　

   　

浅
見 
洋

・
決
定
版 

遺
言
川
柳　

   

三
菱U

FJ

信
託
銀
行

・
日
本
の
「
戦
争
力
」 　
　
　
　
　

 

小
川 

和
久

・
笑
う
顔
に
は
福
来
る　
　
　
　
　

藤
井 

輝
明

・
千
円
札
は
拾
う
な
。　
　
　
　
　

安
田 

佳
生

・
食
べ
る
な
!
危
な
い
添
加
物　
　

山
本 

弘
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
多
数

★
お
は
な
し
会

　

５
月
13
日
㈯　

午
後
２
時
30
分
〜

　

５
月
17
日
㈬　

午
後
２
時
30
分
〜

★
お
は
な
し
勉
強
会

　

５
月
21
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

★
お
は
な
し
学
習
会

　

５
月
17
日
㈬　

午
後
７
時
30
分
〜

★
読
書
会

　

５
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜

★
開
館
時
間

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
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お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
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■新任医師紹介
○内科　西川晋吾先生
　4月 1日より公立宇出津総合病院内科に
勤務させていただいております西川晋吾
（ニシカワシンゴ）と申します。
　主に内科外来の新患を担当させていた
だいております。皆さまとお会いできる

機会が多いので、非常に嬉しく思っております。どうぞ
お気楽に受診ください。よろしくお願いします。

○整形外科　波多野栄重 先生
　4月 1日より公立宇出津総合病院整形外
科に勤務となりました波多野 栄重（ハタ
ノ エイジュウ）と申します。出身は金沢
市です。５年前の平成 13 年度にも 1年間
勤務しておりましたので覚えていらっしゃ

る方々も多いかと存じます。腰痛・肩こり、関節の痛み、
手足のしびれなどでお悩みの方は、外来までお気軽にお
越しください。今後ともよろしくお願いします。

３～４カ月児健診・ＢＣＧ接種
〈日　時〉５月 11 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎１階老人室
〈対象児〉平成 18 年１月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　  バスタオル、おむつなど

１歳６カ月児健診
〈場　所〉５月 25 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎４階ホール
〈対象児〉平成 16 年９月～ 10 月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票

赤ちゃん相談
〈日　時〉５月 18 日㈭ 9:30 ～ 10:00（受付）
〈場　所〉まつなみキッズセンター
〈対象児〉満１歳未満のお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳、バスタオル、おむつなど
◆ミニ講話　テーマ「食中毒を防ごう」

ポリオ生ワクチン投与
〈日　時〉５月 16 日㈫ 13:10 ～ 1400（受付）
〈場　所〉能都庁舎　１階老人室                               
〈担当医〉中沢医師
〈対　象〉生後３カ月～ 90 カ月で未投与のお子さん
〈持ち物〉予診票・母子健康手帳
　　　　　※忘れた場合は接種できません

日本脳炎予防接種について
　日本脳炎予防接種は、現在ワクチン接種と重症の ADEM
発生との因果関係があるとの判断から接種することを勧奨
していません。下記の対象に該当し、接種を希望する場合は、
５月 30 日までに健康福祉課へご連絡ください。

〈対　象〉
◆１期　３歳～７歳半までで初回２回、追加１回を未接種
　　　　のお子さん
◆２期　小学４年生

曳山をひく子どもたち

健
診
に

 
行
こ
う
。
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小
木
と
も
旗
祭
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の
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海
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小
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祭
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。
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有
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掲
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２
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３
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に
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わ
れ
る
小
木
と
も
旗

祭
り
の
模
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特
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小
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。
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町
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し
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や
か
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祭
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★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

★とも旗祭り
　生中継
　15:30 ～日

曜
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ト
放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

■とくトクたいむ（提供番組）　★きらきらチャンネル（自主制作番組）

町のホットな情報！

   のとほっとらいん

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

・土曜日、祝祭日は前日分を再放送
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男

女

世帯数（戸）

人口（人） 23,158

10,901

12,257

8,160

（－ 125）

（－ 63）

（－ 62）

（－ 08）

こ せ き

の ま ど

3/16 ～ 4/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族の希望があったものを掲載しています
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■ニッポンＮａｖｉ
「頑張れニッポンのふるさと
　　～立ち上がる農山漁村～」

福岡県の赤池町（現：福智町）は、
町の基幹産業であった炭坑の閉山
により財政状況が悪化、幾度とな
く計画された財政再建はうまくい
かず、平成 2 年に全国唯一の財政
再建団体となりました。財政が国
や県の管理下におかれた赤池町は、
行政と住民が、再建団体という「危
機感」を共有し、痛みを分かち合い、
10 年間という期間を要して再建団
体から脱却しました。当時の「広
報あかいけ」は、自主再建には「少
しの甘え」が、再建団体には「大
きな危機感」があり、自主再建が
できなかった理由は、精神的な部
分、つまり意識の差ではなかった
かと伝えています。
　平成 17 年度から 21 年度までの
5年間で実施される「能登町行政改
革大綱」。すべての項目が実施され
たとして、5年間で削減される経費
は約 29 億円と試算されています。
　本当に行財政を改革するには「少
しの甘え」も許されない。改革が
成功するかどうかは、一人ひとり
の強い意志であると赤池町は教え
てくれています。

笑顔率が高い広報誌は、元気で明
るい町をイメージさせるそうです。
でもカメラを向けて「笑って」と
ストレートに声をかけると、かえ
って自然な表情がだせないときも
ありますよね。先日、ソフトテニ
スの大会で日本一になったかわい
い女の子たちを取材しました。そ
の時に撮影する子をリラックスさ
せるために話しかけてくれる子が
いたり、別の取材先でも優勝イン
タビューをしているわたしを手伝
ってくれた子がいました。おかげ
で取材相手の素敵な表情を撮影す
ることができました。みんなのお
かげで広報の笑顔率をアップでき
ました。本当にありがとう。

遊
ん
で
バ
ス
待
て
る
よ
！

5月の番組案内
番組の放送時間が一部変更になりました

■野村の自由学校「ジュンコと至の世界を歩け」
８年前から日本はもとより世界各地のウォーキング大会に参加し続けている大内至さん・洵子さんご夫妻にウォー
キングの魅力や大会での体験談などについてお話を伺います。

■サイエンスバトル「太陽熱でお湯沸かし」
今回のテーマは「太陽熱」。太陽熱だけを使ってお湯沸かし競争を行います。ダンボールやアルミホイルを使った太
陽熱湯沸し器作りにチャレンジします。

■ニッポンＮａｖｉ
「頑張れニッポンのふるさと
　　～立ち上がる農山漁村～」

■超能力犬・ヤマト『ゆるさ～ん』
超能力犬ヤマトと飼い主が名所やイベントを巡りながら、そこでごみのポイ捨てなどをする人たちを注意していき
ます。奈良県大和郡山市が企画した番組です。

★海の町の海の祭り～小木とも旗祭り～
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